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            <TABLE cellSpacing=30 cellPadding=0 width="96%" bgColor=#ffffff border=0>

              <TBODY>

              <TR>

                  <TD borderColor="#0"><SPAN class=center_orange>朝日新聞等のマスコミによるホメオパシー一連の報道について　その1 </SPAN><BR>

                  <P class=text_14_black>８月５日付朝日新聞朝刊、社会面にトップに掲載されている①～⑧の記事内容について、日本ホメオパシー（JPHMA）協会からコメントします。<BR><A                   href="http://www.asahi.com/national/update/0804/TKY201008040482.html"                   target=_blank>http://www.asahi.com/national/update/0804/TKY201008040482.html</A></P>

                  <P><SPAN class=text_14_black>この山口地裁の訴訟については、昨日(8/4)、第１回の口頭弁論があり、ＪＰＨＭＡ会員所属の助産師側は、損害賠償請求の棄却を求めています。つまり、原告の請求事実を認めず、裁判の場で争い、事実を明らかにしていくというプロセスに入ったので、真相は裁判を通じて今後明らかになっていくものです。このように事実に争いがある中で、予断をもったマスコミの報道姿勢に基づく一方的な内容の記事には、大きな問題があると考えています。<BR><BR>また、本件に関連したマスコミ報道の中で、あたかも乳児死亡がホメオパシーに原因があるかのような印象をもつような記事も見かけますが、そもそもホメオパシーレメディーをとって死亡することはありません。<BR>この記事を読んだ読者が誤解しないように、誤解しそうな部分を抜粋し以下にひとつひとつ説明していきます。<BR><BR>なお、山口での訴訟に関係する内容については、現在民事訴訟が進行中ですので、ＪＰＨＭＡとしては現段階でのコメントを控えさせていただきます。</SPAN> 

                  </P>

                  <P class=orange><SPAN class=orange>朝日新聞8月5日付　福井悠介、岡崎明子記者</SPAN><BR>①「ワクチンを打つなとか、薬を飲むななどと主張する過激なホメオパシーグループも存在する」</P>

                  <P><SPAN class=text_14_black>ホメオパシーを医者だけに推進している、川嶋朗准教授の発言として掲載されていますが、この記事を読んだとき、人はＪＰＨＭＡがあたかもそのグループであると誤認してしまうことが懸念されます。川嶋氏は以前にも、このように事実でないことをJPHMAの問題責任のように、ある雑誌に発言していたことがありました。<BR>川嶋氏に、その事実の確認を依頼しましたが、なかなか回答が得られず、弁護士を通じて、回答するように抗議をした結果、最終的には、JPHMAの問題ではないということを明らかにした事例がありました。<BR><BR>ＪＰＨＭＡは、法律的に義務化されていない限り、国民１人1人がワクチンやクスリの害と効用をしっかりと知り、選択すべきものであると認識しています。当然、ワクチンを打つなとか、薬を飲むななど主張する立場でもなく、そのような主張を行っているという事実も全くありません。国民１人1人が判断する材料として、ホメオパシーの考え方や臨床経験から情報提供しているのみです。<BR><BR>また、ＪＰＨＭＡは、協会倫理規定にも書かれている通り、現代医学とホメオパシー医学の両者の長所を生かして医療機関との協力体制を理想とする姿勢を１９９８年の設立以来一貫して打ち出しています。<BR>現在、川嶋氏に上記発言の事実確認、事実である場合、過激なホメオパシーグループは本当に実在するのか？実在するとしたらそれはどのグループなのか確認しているところです。</SPAN> 

                  </P>

                  <P class=orange>朝日新聞8月5日付　福井悠介、岡崎明子記者<BR>②「レメディーを投与するのは医療行為である。」</P>

                  <P class=text_14_black>川嶋氏の発言として掲載されていますが、この発言が事実であれば、川嶋氏は、医師法１７条の解釈を間違って解釈していると考えられます。すなわち、医師法の１７条「医師でなければ、医業をなしてはならない」の解釈として、治療してよいのは医師だけであると川嶋氏は判断していると考えられます。しかしそうすると、日本国憲法の職業選択の自由に抵触しますから、必然的に、医師法１７条が意味するのは、「現代医学を修得した医師しか、現代医学に基づく治療をしてはならない」と解釈しなければなりません。<BR><BR>治療法は現代医学の治療法以外にもたくさんあり、それぞれの治療法を習得したプロフェッショナルであれば、その知識と技能を用いることを生業としてよいわけです。<BR><BR>ホメオパシーは２００年前から世界的に膨大な治療実績がある治療法であり、日本ホメオパシー医学協会が認定するホメオパスは、プロの基準を満たしているので、ホメオパシー治療を職業とするのに何の問題ないというわけです。なお、川嶋氏に発言の事実確認および事実であるなら発言の根拠を求めていきます。 

                  </P>

                  <P class=orange>朝日新聞8月5日付　福井悠介、岡崎明子記者<BR>③「薬の処方権がある人以外がホメオパシーを使うのは大きな問題だ。」</P>

                  <P class=text_14_black>川嶋氏の発言として掲載されていますが、ホメオパシーのレメディーは、薬ではなく食品となっており、レメディーを与えることは医療行為に当たりません。レメディーがあたかも薬であるかのような表現をすることは、事実誤認であり、多くの人に誤解を与える表現です。<BR><BR>ホメオパシーは現代医学とは全く異なる考え方をし、専門知識が必要であり、ホメオパシーをしっかり学んで資格をとったものがプロのホメオパシー療法家としてホメオパシー療法を行うべきであり、現代医学の医師や歯科医師といえども、ホメオパシーをしっかり学んでいないものが行うべきではありません。<BR><BR>一方で、全世界的にもホメオパシーは代替医療の主流と認められており、世界各国の空港、スーパーマーケット、ドラッグストア等で誰でもレメディーを購入することができ、セルフケアの方法としても一般的です。川嶋氏の医師しかホメオパシーを扱うべきではないという考えは世界的な流れに逆行するものです。</P>

                  <P class=orange>朝日新聞8月5日付　福井悠介、岡崎明子記者<BR>④「日本ホメオパシー医学協会にも、通常の医療を否定しないよう申し入れた。」</P>

                  <P class=text_14_black>これは日本助産師会の発言として掲載されていますが、ＪＰＨＭＡは日本助産師会からそのような申し入れを受けたという事実を有しておらず、今、日本助産師会に事実確認を行っているところです。このような書き方をした場合、あたかもＪＰＨＭＡが通常の医療を否定しているかのような印象を人々がもってしまいます。事実は前述した通り、ＪＰＨＭＡは通常医療を否定しておらず、現代医療と協力してやっていくという立場をとっています。</P>

                  <P class=orange>朝日新聞8月5日付　福井悠介、岡崎明子記者<BR>⑤「ホメオパシーを全面的に否定しないが、ビタミンＫ２の使用や予防接種を否定するなどの行為は問題があり、対応に苦慮している」</P>

                  <P class=text_14_black>これは日本助産師会の岡本専務理事の発言として掲載されていますが、これもこの記事を読んだ場合、ＪＰＨＭＡがビタミンＫ２の使用や予防接種することを否定しているかのような印象をもってしまいます。事実は前述（①）した通りです。 

                  </P>

                  <P class=orange>朝日新聞8月5日付　福井悠介、岡崎明子記者<BR>⑥「元の物質の分子が残らないほどに希釈した水を含む砂糖玉が体に作用を及ぼす」との考えが科学的におかしいのは明らか。」</P>

                  <P><SPAN class=text_14_black>大阪大の菊池氏の発言として掲載されていますが、もしこれが事実としたら、研究もせずに、自分の持つ価値観、自分が学んだ範囲でのみ考えて結論を出し、頭から否定するというのは、科学者として頭が固すぎるといわざるを得ません。過去の歴史からも、未知のものを既知としていくところにこれまでの発見があり、発展があるということを学ぶことができるのに、そのことさえも認識されていません。<BR>科学的に根拠に関しては、以下のＲＡＨＵＫ体験談の管理人のコメントが参考になると思います。</SPAN><BR><A                   href="http://www.rah-uk.com/case/wforum.cgi?mode=allread&amp;no=2329"                 target=_blank>http://www.rah-uk.com/case/wforum.cgi?mode=allread&amp;no=2329</A> 

                  </P>

                  <P class=orange><!--朝日新聞8月5日付　福井悠介、岡崎明子記者<br>

                        ⑦「新生児は・・・生後３カ月までの間に３回ビタミンＫ２シロップを与えるのが一般的である。」</p>

                        <p class="text_14_black">現在、ビタミンＫ２シロップをとるかとらないかは新生児の両親の選択に委ねられています。法律上、ビタミンＫ２シロップを必ずとらせることと規定されていません。また、助産師としての業務のガイドラインにもなっていません。海外では、新生児にビタミンＫを投与することを疑問視する意見もあります。<br>

                          <a href="http://www.wddty.com/" target="_blank">http://www.wddty.com/　</a>以下訳です。<br>

                          「No need for vitamin k（ビタミンKは必要ない）<br>

                          <br>

                          新生児の出血性疾患を防ぐ為に、全ての新生児にビタミンKを与えるとよい、ということは特ににないようだ。血液を凝固させるのに役立つビタミンKの不足が、割礼を含め、健康な赤ん坊の様々な出血の原因となることがわかってから、万が一の策として、新生児にビタミン投与が1950年代に始まった。ビタミンKは、通常、健康な内臓でつくられる。生まれたばかりの赤ん坊は、出生時、この濃度が大変低いので、それを食べ物から取らなくてはならない。British Medical Journal（英国医師会 ジャーナル）におけるビタミンK注射と経口投与の比較研究では、ビタミンKを投与しなかった場合でも、生後一週間における出血は殆ど稀であったということがわかり、驚愕を示している。<br>

                          <br>

                          「この事実は、一般的に、人口の50％以上がビタミンKの生化学的欠乏であると信じられているのとは正反対である」と、Rudiger von Kriesは付随論説で語っている。言い換えれば、通常のビタミンK測定法は不十分であるかもしれないという事だ。<br>

                          研究者の推測によれば、たとえ英国の新生児が誰もビタミンKを投与されなくても、脳内出血が原因での死亡は、たった40人でしかないだろうとのことである。<br>

                        上記の事実からさらに、もしビタミンKを生後初期に投与することによって起こる潜在的副作用について研究してみると、新たな事実がわかるかもしれないとも、付け足している。」<br>

                        <br>

                        一方、ホメオパシーの手引きシリーズ（ホメオパシー出版刊）の著者であるラビ・ロイ氏など、ビタミンＫの副作用について懸念する人もいます。<br>

                          <br>

                        「ビタミンKシロップや注射は、特に注射の場合、より白血病のケースを引き起こすという深刻な副作用を示しています。アロパシーでは、この研究は決定的なものではなく、証明する事ができないと言っています。その他の副作用としては、じんましんで、この為に喉が閉鎖し、死に至る可能性があります。」</p>

                      <p><span class="text_14_black">繰り返しますが、当協会として、ビタミンＫ２の使用やワクチン接種を否定することはありません。同様に、ビタミンＫのレメディーを使いたいお母さんがたにも、それを止めることはしていません。<br>

                          <br>

                        なお、法律で義務化されておらず、任意となっている予防接種や薬の摂取については、国民に対し、効能とリスクに関わる正しく、十分な情報が開示され、国民１人1人が、自己の責任で、その選択をする、しないという判断を行うべきものと考えます。ＪＰＨＭＡは、様々な議論のある予防接種や薬について、ホメオパシー療法の立場から、様々な情報を提供することにより、日本人の健康をサポートするという方針をとってきています。</span>

                        </p>

                        <p class="orange">朝日新聞8月5日付　福井悠介、岡崎明子記者<br>

                        ⑧「ホメオパシーを取り入れている助産師の一部は、シロップの代わりにレメディーと呼ぶ特殊な砂糖玉を飲ませている。」</p>

                        <p><span class="text_14_black">当然の事ですが、ビタミンＫレメディーがＫ２シロップそのものの代わりにはなりません。<br>

                        シロップをとるかとらないかということとレメディーを飲むか飲まないかは別々のことであり、独立事象です。<br>

                          あくまで親がＫ２シロップをとるかとらないか、レメディーをとるかとらないかをそれぞれ選択するということです。レメディーは自然治癒力を触発して自然な出産や母子の健康をサポートするために使われるものであります。 -->朝日新聞8月5日付　福井悠介、岡崎明子記者<BR>⑦「限りなく薄めた毒飲み「治癒力高める」</P>

                  <P class=text_14_black>あたかも毒が入っているような表現であり、ホメオパシーに関する誤解を生じかねません。この記事の中で毒が強調されているように思いますが、レメディーの原料として確かに毒物もありますが、毒物でないものもたくさんあります。また原料として毒物として使うものも最終的には無毒化されており、薄めた毒という表現は適切ではありません。</P>

                  <P><SPAN class=text_14_black><SPAN class=orange>朝日新聞8月5日付　福井悠介、岡崎明子記者<BR>⑧１００倍に薄めることを３０回繰り返すなど、分子レベルで見ると元の成分はほぼ残っていない<BR><BR></SPAN></SPAN><SPAN class=text_14_black>１００倍希釈を３０回繰り返した場合、１０の６０乗倍希釈となり、原成分はほぼ残っていないのではなく、１分子も全く、残っていません。<BR><BR>※約１０の２４乗倍希釈で原成分は１分子もなくなります。</SPAN> 

                  <BR><BR><BR></P></TD>

                </TR></TBODY></TABLE>
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            </TD></TR></TBODY></TABLE><!-- InstanceEndEditable --></DIV></TD></TR>

  <TR>

    <TD class=copyright background=日本ホメオパシー医学協会.files/footer.jpg height=50>

      <DIV align=center>日本ホメオパシー医学協会<BR>JPHMA &copy; 2009 All rights 

      reserved.　許可なく転載を禁じます</DIV></TD></TR></TBODY></TABLE>
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